
〈
研

究

論

文

５

〉

和
辻
哲
郎
と
力
ー
ル
・
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜

―
―
二
つ
の
「
人
-
間
」
存
在
論
―
―

・

序

～

和

辻

・

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

比

較

研

究

の

視

座

和

辻

哲

郎

（
１
８
８
９
-１
９
６
０
）

と

カ

ー

ル

・

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

（
Ｋ
ａ
ｒ
ｌ

L
ｏ
w
ｉ
ｔ
ｈ
　
１
８
９
７
-
１
９
７
３
）
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
人
間

が
人
と
人
と
の
「
間
柄
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
）
　
」
「
人
‐
間
」
に
お
い
て
、
「
ペ
ル

ソ

ナ
」
「
役

割

」

と

し

て

、

存

在

す

る

こ

と

を

見

出

し

た
。

和

辻

と

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は
、

日
本

と

ド
イ

ツ
と

い
う

互

い

に
異

な

っ

た
状

況

下

に
あ

り

な

が

ら

、

い
ず

れ

も

、
第

一
次

世

界

大

戦

に

よ

っ
て

、
そ

れ

以

前

の
近

代

自

然

科

学

的

・

近
代

哲

学
的

な

世

界

観

、

と

り

わ
け

主
客

二
元

論

・

ア

ト

ム
的

個

人

主

義

が

限
界

に
達

し

た
と

い
う

共

通

の
自

覚

か
ら

思

想

的

に
出

発

し

て

い

る
。
そ
し
て
両
者
は
共
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
『
存
在
と
時
間
』
（
１
９
２
７
)
 
に

お

い
て

展

開

し

た

基
礎

的
存

在

論

か
ら

大
き

な
示

唆

を
受

け

つ

つ

、
同

時

に

、

ハ
イ

デ

ガ
ー

の
現

存

在

分
析

が

ア

ト

ム
的

個
人

主

義

の
圏

内

に
囚

わ
れ

て

い

福
　
島
　
　
　
揚

る

こ

と

を

看

破

し

、

そ

れ

に

対

し

て

、

現

存

在

が

本

来

、

間

主

体

的

な

「

共

同
相
互
存
在
（
Ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｉ
ｎ
）
　
」
で
あ
る
こ
と
を
洞
察
す
る
、
共
同
世

界

論

、

人

間

学

的

倫

理

学

を

開

拓

し

た

の

だ

っ

た

。

し
か
し
、
和
辻
と
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
は
、
「
間
柄
（
Ｖ
ｅ
ｒ
ｈ
ａ
ｌ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
）
」
と
い
う

両

者

に

と

っ
て

の

鍵

概

念

の

含

意

、

ひ

い

て

は

そ

こ

に

基

づ

く

人

間

世

界

の

把

握

の

仕

方

が

決

定

的

に

異

な

っ
て

お

り

、

両

世

界

大

戦

の

狭

間

に

お

い

て

思

想

的

に

次

第

に

分

離

し

て

ゆ

く

。

本

稿

で

は

、

奇

し

く

も

よ

く

似

た

人

間

存

在

論

に

到

達

し

、

そ

し

て

再

び

分

離

し

て

ゆ

く

こ

と

に

な

る

和

辻

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

両

者

の

、
「

間

柄

」

的

世

界

観

・

人

間

存

在

論

の

比

較

研

究

の

一

端

を

試

み

た

い

。

昭

和

初

期

の

租

辻

倫

理

学

の

構

想

段

階

か

ら

、

体

系

的

著

作

『
倫

理

学

』

に

至

る

思

想

展

開

及

び

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

著

作

『
共

同

人

の

役

割

に

お

け

る

個

人

（
Ｄ
ａ
ｓ
　
Ｉｎ
ｄ
ｉｖ
ｉｄ
ｕ
ｕ
m

　
ｉｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｏ
ｌ
ｌｅ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｍ

ｉｔ
-

m
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
」
が
主
な
素
材
と
な
る
。



●
和

辻

哲

郎

の

人

間

存

在

論

和
辻

哲

郎

が

『
存

在

と
時

間

』

に

遭

遇

し

た

の

は
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ
留

学

中

の

ベ

ル

リ

ン

に

お

い

て

で

あ

っ
た

（
？

）
）
。
和

辻

は
留

学

以

前

か

ら
既

に

、

第

一
次

世

界

大

戦

を

近

代

自

然

科

学

・
物

質

文

明

の
も

た

ら

し

た

破
局

と

し

て
批

判

し

、

列

強

の

ア

ジ

ア

植
民

地
化

や

マ
ル

ク

ス
主

義

の
波

及

と

い

っ
た

戦

後
世

界

の
情

勢

の
中

で

の
、

日
本

民

族

の
進

路
を

模

索

し

続
け

て

い

た

。

そ

し

て

帰

国

後

い
ち

早

く

、

ハ
イ

デ

ガ

ー

の
現

存

在

分

析

の
持

つ
近

代

哲

学

批

判

の

モ

チ

ー

フ
を

自

ら

の
思

想

の
中

核

に
取

り

入

れ

る

と

同

時

に
、

彼

の

哲

学

に

人

間

存

在

の

間

主

体

的

性

格

を

捉

え

る

視

点

が

欠

落

し

て

い
る

事

を

も

併

せ

て

洞

察

し

、

後

の

倫

理

学

体

系

の

出

発

点

と

な

る

風

土

理

論

・
日

本

民

族

論

に

着

手
す

る

。

和

辻

は

ま

ず

一

九

二

八

年

十

二
月

の

講

演

「
日

本

語

と

哲

学

」

に
お

い
て

、

ハ
イ

デ

ガ
ー

の
解

釈

学

を

念

頭

に
置

き

つ

つ
、

日

常

的

日

本

語

の

表

現

を

媒

介

と

し

て

「
人
間

存

在

」

を

捉

え

よ

う

と

す

る

。
「
人

間

存

在

」

は

「
世

の

中

に
あ

る

も

の
」
、
「
歴

史

的

な

る

も

の

」

で

あ

り

、

言

語

に
お

い
て

自

ら

の

「
ｖ
ｏ
ｒ
-
ｏ
ｎ
ｔ
ｏ
-
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
」
（
前
存
在
論
的
）
な
「
自
己
理
解
」
を
示
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
B
2
-
3
5
4
）
。

和

辻

は

、

ハ
イ

デ

ガ

ー

に

よ

る
現

存

在

の

空

間

性

（
Ｒ
ａ
ｕ
ｍ

ｌｉｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉｔ
）

の

議

論

を

ふ

ま

え

つ

つ

、

日

本

語

の

「
私

」

が

単

な

る

デ

カ

ル

ト

的

「
E
g
o
」
で
は
な
く
、
「
公
」
（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）
　
の
中
で
、
「
君
‐
臣
」

「
僕
‐
君
」
と
い
っ
た
あ
り
方
で
「
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
 
」
（
指
示
）
さ
れ
る
事
を

指

摘

す

る

（
Ｂ
２
-３
５
９
）
　°

そ

し

て

、
こ

の

よ

う

な

「
公

」

と

し

て

の

「
世

の

中

」

を

「

間

柄

」
「
世

に

於
け

る

大

と

人

の

な

か
」
「

ジ

ン

カ

ン
」
「
人

間

」

と
し
て
捉
え
て
い
る
（
Ｂ
２
-
３
７
０
～
３
７
１
）
。

和

辻

倫

理

学

の

鍵

概
念

「
間

柄

」

は
Ｉ

テ

ク

ニ

カ

ル

ー
タ

ー

ム
と

し

て

は
未

だ

確

立

さ
れ

て

い

な

い
と

は

い
ぇ

Ｉ

こ

の
一

九

二

八
年

末

に

初

め
て

現

れ

る

。

和

辻

は

ハ
イ

デ

ガ

ー
の

現

存

在
分

析

を
踏

襲

し

つ

つ

も

、

そ

れ

を

公
共
的
人
間
存
在
―
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
見
れ
ば
「
世
人
」
（
ｄ
ａ
ｓ
　
Ｍ
ａ
ｎ
）

で
あ
ろ
う
―
―
の
観
点
か
ら
転
倒
す
る
準
備
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。

そ

し

て

、

一

九

二

九

年

四

月

の

論
文

「
風

土

」

に

お

い
て

は

、

彼

の

「
風

土

」

概

念

が

確

立

さ

れ

る

。

和
辻

の

「
風

土

」

は

主

観

に
対

立

す

る

客
体

的

自

然

で

は

な

く

、

単

な

る

地

理

的
決

定

論

の

枠

に

は
収

ま

ら

な

い
。
「
風

土

」

は

「

我

々

」

に

対

立

す

る

外
界

で

は

な
く

、

第

一

に

「

志

向

的

体

験
」

で

あ

り

（
Ｂ
ｌ
-３
９
６
）
’

さ

ら

に

「
我

々
」

の

「
自

己

理

解

」

の

仕

方

で

あ

る

（
Ｂ
ｌ
-３
９
７
）
　°

第

一

の

点

は

主

客

二

元

論

を

現

象

学

的

「
志

向

性

」

に

よ

っ

て

乗

り

越

え

る

論

点

で

あ

り

、

第

二

の

点
は

さ

ら

に
間

主

体

性

を
導

入

す

る

論

点

で

あ

る

と

い

っ
て

よ

い

。

和
辻

に

よ

れ

ば

、
「
道

具

」

の

成

す

指

示

連

関

は
、

終

局

的

に

「
風

土

と

の
か
か
は
り
を
指
示
」
し
て
い
る
と
い
う
（
B
1
-
3
9
9
）
。
彼
は
「
世
の
中
」

に

あ

る

も

の

と

し

て

「
風

土

」

と

「
道

具
」

と

に

着

目

し

、
「
風

土

」

が

「
道
具
」
を
規
定
す
る
事
を
指
摘
す
る
（
B
1
-
4
0
0
）
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る

「
世

の
中

」

は

、

我

々

と

も

の

の

「
か

か

は
り

」
「
中

」

を

意

味

し

、
「
我

々

相

互

の

間

の

か

か

は
り

」
「
世

の
中

が
公

共

的

で

あ

る

こ

と
」
「
共

在

す

る



人
」
「
共
に
あ
る
人
間
」
を
前
提
と
し
て
い
る
（
Ｂ
1
-
４
０
１
）
。

こ

の
論

文

「
風

土

」

は

、

講

演

「

日

本
語

と

哲

学
」

に
見

ら

れ

た

人
間

存

在

論

に
環

境

世

界

論

の
視

点

を
導

入

し

た

も

の

と

見
て

よ

い

。

そ

し

て

、

和

辻

が

こ
こ

で

確
立

し

た
視

点

は

、
後

で

述

べ

る

レ
ー

ヴ

ィ

ッ

卜
の

「
共
同

世

界

の

環
境

世
界

に

た

い
す

る

優

位

性

」

の

視

点

と

殆

ど

一

致

す

る

も

の

で

あ

る

。

和

辻

も

レ
ー

ヴ

ィ
ッ

卜
も

、

道

具

連

関

を

単

独

的

現

存

在

に

帰

着

さ

せ

る

ハ
イ

デ

ガ
ー

の

考

え

を

否

定

し

、

そ

の

連

関

が

共

同

世

界

を

指

示

す

る

事

を

指

摘

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

ま

た

、

和

辻

が

論

文

中

で

、
「
共

在

す

る
人

」

「
共
に
あ
る
人
」
等
の
、
　
Ｍ
ｉ
ｔ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
　
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
言
葉
を

用

い
て

い

る
点

も

目

を

ひ

く

。

し

か
し

一

九

三
〇

年

に

入

る
と

、

和

辻

は

「
国

民

道

徳

論

」

と

い

う
形

態

で

倫

理

学

の

体

系

化

に
着

手

し

、

人

間

存

在

論

・
風

土

論

を

露

骨

に
全

体

主

義

に
転

化

し

て

ゆ

く

こ

と

に
な

る
。

こ

の
年

に
執

筆

さ
れ

た
と

推

定

さ
れ

て

い
る
「
国
民
道
徳
論
」
構
想
メ
モ
（
Ｂ
1
-
４
０
７
-
）
や
、
講
演
原
稿
の
「
マ

ル

ク

ス

主

義

の
倫

理

的

批

判

」
（
Ｂ
２
-９
１
-
）
「

人

間

の

風

土

性

に

つ

い
て

」

（
Ｂ
２
-２
０
５
-
）

に

お

い

て

は

、

人

間

存

在

を

個

人

で

あ

る
と

同

時

に

「
全

体

性

」

と

し

て

の

世

の

中

・

社

会

・

国

民

等

と

し

て

捉

え

、

全

体

性

の

中

の

「
役

目

」

や

「
資

格

」

と

し

て

個

人

が

存

在

す

る

と

い
う

視

点

が

提

出

さ

れ

る

。
「
全

体

性

」

と

い

う
用

語

を

和

辻

が

用

い

る

の

は
こ

の

年

が

最

初

で

あ

り

、

人

間

存

在

が

全

体

と

個

の

「
弁

証

法

」

的

構

造

を

持

ち

、

歴

史

的

・
風

土

的

に

具

体

化

す

る

と

い

う

和

辻

倫

理

学

の
基

本

思

想

が

確

立

さ

れ

る
の

も

こ

の

時

点

で

あ

る

。

一

例

と
し

て

、

講

演

「
人

間

の
風

土

性

に
つ

い

て
」

の

一
部

に
着

目

し

て

み

た

い
。

和

辻

は

こ

の
論

文

で

人

間

の

「
三

つ

の

基

底

」

と

し

て

「
世

間

性

」
「
歴

史

性
」
「
風

土

性
」

を

挙

げ

、

そ

の
中

の

「
世

間

性
」

に

お

い
て

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ
ト

と

同

様

に

、

人

間

が

日

常

生

活

に

お

い

て

何

ら

か

の

「
役

目

」
「

ペ
ル

ソ
ナ
」

に
お

い

て

生

き

て

い

る

と

い

う

役

割

理

論

を

述

べ

て

い

る
。

し

か
七

和

辻

の

場

合

、

こ

う
し

た

役

目

を

「
社

会

団

体
」
「

全

体

性

」

の

下

で

の

役

目

と

し

て

の

み

考

え

て

お

り

（
Ｂ
２
-２
０
７
-
）
、

極

め

て

秩

序

だ

っ

た
役

割

同

士

の

間

柄

を

想

定

し

て

い
る

に

す
ぎ

な

い
。

和

辻

の

こ

う

し

た
人

間

存

在

論

は

、

こ

れ
以

降

の

『
人

間

の

学

と

し

て

の

倫

理

学

』
（
１
９
３
４
）

や

『
風

土

～
人

間

学

的

考

察

』
（
１
９
３
５
）

と

い

っ

た
主

要

著

作

に

お

い
て

も

、

一
貫

し

て

展

開

さ

れ

て

ゆ

く
。

特

に

『
風

土

』

序

文

に

お

い
て

は
、

和

辻

が

ハ
イ

デ

ガ
ー

に
対

し

て

確

立
し

た
批

判

の

最

終

的

視

点

が
簡

潔

に

ま
と

め
ら

れ
て

い

る

。
そ

こ

で

は

ハ
イ

デ

ガ

ー
が

「
人

間

存

在

の

個

人

的

・
社

会

的

二
重

構
造

」

を
把

握

せ
ず

、

現

存

在

を

「
時

間

性

」

に
力

点

を

お

い
て

「

個
人

」

と

し

て

の

み

扱

い
、

そ

の

結

果

人

間

存

在

の

「
風

土

性
」
を
十
分
に
見
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
８
-
１
～
２
）
。

●

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

人

間

存

在

論

レ

ー
ヴ

ィ

ッ
ト

は

処

女

作

『
共

同

人

の

役

割

に

お
け

る
個

人

』

に

お

い

て

、

自

ら

の

教

師

ハ
イ

デ

ガ

ー
が

『
存

在

と

時

間

』

で
展

開

し

た
現

存

在

分

析

を

ふ

ま
え

つ

つ

、

和

辻

倫

理

学

同

様

、

人

間

学

的

共
同

世

界

、

共

同

相

互

存

在

の

分
析

を

試

み

て

い

る
。



レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

、

ル

ネ

サ

ン

ス

と

宗

教

改

革

以

来

の

近

代

哲

学

、

と

り

わ

け

ド

イ

ツ

観

念

論

が

、
「
自

然

（
環

境

世

界

）

と

社

会

（
共

同

世

界

）
」

に

対
し
て
「
個
人
の
独
立
」
を
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
（
2
）
に
対
す
る
批
判

を

こ

め

つ

つ

、

個

人

が

「
人

格

」
、
「

ペ

ル

ソ

ナ

」
、

共

同

世

界

的

「
役

割

」

を

担

っ

て

存

在

し

て

い

る

こ

と

、

世

界

が

単

な

る

環

境

世

界

で

あ

る

に

先

立
っ
て
、
既
に
も
と
も
と
共
同
世
界
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
（
Ⅷ
～
Ⅸ
)
、

即

ち

共

同

世

界

の

環

境

世

界

に

対

す

る

優

位

性

を

主

張

す

る

。

し

か

し

『
共

同

人

』
（
以

下

こ

の

よ

う

に

略

記

）

は

人

間

学

的

な

統

一

性

を

保

っ

て

い

る

背

後

に

、

実

は

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

人

間

学

に

は

還

元

で

き

な

い

意

図

が

見

え

隠

れ

す

る

。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

、

世

界

と

個

人

と

の

い

ず

れ

を

も

、

自

然

と

共

同

世

界

と

に

引

き

裂

か

れ

た

分

裂

態

と

し

て

。

即

ち

「

二

重
原
理
（
Ｄ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｌ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｚ
ｉ
ｐ
）
」
（
6
）
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
思
考
の

二

重

性

は

、

矛

盾

で

あ

る

と

同

時

に

、

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

の

哲

学

全

体

に

一

貫

す

る

緊

張

関

係

と

し

て

見

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
ま
ず
第
一
編
に
お
い
て
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の

人
間
学
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
の
「
二
重
原
理
」
、
即
ち
1
「
感
覚
主
義

（
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
」
と
2
「
他
者
主
義
（
Ａ
ｌ
ｔ
ｒ
ｕ
ｉ
ｓ
m
ｕ
ｓ
）
」
と
を
提
示
す
る
。

こ

の

二

重

原

理

は

、

ド

イ

ツ

観

念

論

、

と

り

わ

け

ヘ

ー

ゲ

ル

に

対

す

る

二

重

の

批

判

を

意

味

し

て

い

る

。

観

念

論

哲

学

が

自

我

の

中

に

存

在

を

同

一

化

し

て

し

ま

う

こ

と

を

批

判

し

、

そ

う

で

は

な

く

、

自

我

は

「
感

性

（
Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ
ｉｓ
m
ｕ
ｓ
）
」

に

よ

っ

て

自

己

の

外

界

の

存

在

・

自

然

に

至

る

こ

と

に

よ

っ

て

初

め

て

客

観

的

思

考

を

獲

得

し

う

る

と

主

張

す

る

の

が

「

感

覚

主

義

」

で

あ

る

。

そ

し

て

、

自

我

は

そ

の

よ

う

な

外

界

の

客

体

の

中

で

も

最

も

本

質

的

な

客

体

で

あ

る

「
汝

」

を

よ

り

ど

こ

ろ

に

し

て

い

る

こ

と

を

示

す

の

が
「
他
者
主
義
」
で
あ
る
（
6
～
7
)
。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

実

は

こ

の

二

重

原

理

を

通

し

て

、

人

間

が

自

然

的

世

界

と

共

同

世

界

に

分

裂

し

た

「

二

重

性

格

」

を

持

つ

と

い

う

『
共

同

人

』

全

体

の

潜

在

的

モ

チ

ー

フ

を

表

現

し

て

い

る

。

第

二

編

第

一

部

で

は

、

人

間

は

共

同

世

界

の

構

成

員

と

し

て

の

み

で

は

な

く

、

と

り

わ

け

死

Ｔ
ｏ
ｄ
）

の

自

覚

を

通

し

て

マ

ク

ロ

コ

ス

モ

ス

と

し

て

の

自

然

に

属

す

る

個

人

と

し

て

捉

え

ら

れ
て
い
る
（
2
2
～
2
3
）
。

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

ト

は

、

第

二

編

第

二

部

に

於

い

て

、
「
人

間

と

世

界

と

の

明

瞭
な
統
一
」
（
4
6
）
と
し
て
の
共
同
世
界
の
内
部
構
造
に
視
野
を
絞
り
込
む
。

こ

こ

で

は

共

同

世

界

の

内

部

で

の

、
「

間

柄

」

と

「

個

人

」

と

い

う

第

二

の

緊

張

関

係

が

浮

上

し

て

く

る

。

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
「
個
性
（
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｖ
ｉ
ｄ
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ａ
ｔ
）
　
」
を
持
つ
「
人
」

の
み
が
、
「
物
」
と
違
っ
て
「
相
互
的
（
ｚ
ｕ
-
ｅ
ｉ
ｎ
-
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
）
」
で
「
相
互
再

帰
的
（
ｋ
ｏ
ｒ
ｒ
ｅ
ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｖ
）
　
」
な
間
柄
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
（
6
2
）
。
し
か
し

こ

の

よ

う

な

間

柄

の

特

質

、

即

ち

「

各

自

が

他

の

者

を

考

慮

す

る

こ

と

に

於

い
て
自
分
自
身
を
規
定
す
る
」
(
7
1
)
と
い
う
「
二
義
性
」
は
、
間
柄
そ
の

も

の

が

「

イ

ェ

シ

ア

テ

ィ

ブ

」

を

も

つ

よ

う

な

事

態

、
「

二

義

性

の

反

映

」

（
§
2
0
）
の
連
続
と
し
て
の
「
間
柄
の
独
立
化
」
（
§
２
２
）
を
引
き
起
こ
す
可
能

性

が

あ

る

と

い

う

。

こ

こ

で

は

い

わ

ば

、

間

柄

の

中

に

個

人

が

埋

没

し

解

体

さ

れ

て

し

ま

う

よ

う

な

状

態

が

出

現

す

る

。

こ

の

「
間

柄

の

独

立

化

」

の

ケ



ー
ス
と
し
て
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
が
注
目
す
る
の
が
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
の
演
劇

で

あ

る

。

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
『
共
同
人
』
の
ほ
ぼ
半
ば
（
§
２
３
）
　
に
於
い
て
、
イ
タ

リ
ア
の
劇
作
家
・
小
説
家
ル
イ
ジ
ー
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
（
L
ｕ
ｉ
ｇ
ｉ
　
Ｐ
ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
「

１
８
６
７
-
１
９
３
６
)
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
が
最
も
注
目
す
る
戯

曲

『
御

意

に

任
す

』

は

、

或

る

都

市

に
転

勤

し

て

き

た

素

姓

の

知

れ

な

い
三

人

家

族

と

、

そ

れ

を

取

り

巻

く

人

々
の

物

語

で

あ

る

。

こ

の

三

人

家

族

は

、

ポ

ン
ザ

夫

妻

と

、

ポ

ン
ザ

夫

人

の

母

フ

ロ

オ

ラ
夫

人

で
あ
る
。
町
外
れ
の
家
に
住
む
ポ
ン
ザ
氏
は
、
夫
人
を
そ
の
最
上
階
に
、
片

や

フ

ロ
オ

ラ

夫
人

を

別

の

ア

パ
ー

ト

に
住

ま

わ

せ

て

い

る

。

ポ

ン

ザ
氏

と

ポ

ン

ザ

夫
人

と

の

、

ポ

ン
ザ

氏

と

フ

ロ

オ
ラ

夫

人

と

の

間

に
は

行

き

来

が

あ

る

が

、

ポ

ン
ザ

夫
人

は

外

出

せ

ず

、

ど

う

い
う

わ

け

か
、

母

親

と

は

最

上

階

か

ら

庭

に

吊

さ

れ

た

籠

を

使

っ
て

文

通

し

て

い
る

。

ま

た

彼

ら

の

出

身

地

の
村

は

地

震

に
よ

っ
て

全

滅

し

て

し

ま

い
、

彼

ら

の

素

姓

を

確

認

す

る
人

物

も

記

録

も

存

在

し

な

い
と

い
う

。

人

々

は

彼

ら

の

正

体

を

明

か
そ

う
と

し

て
、

フ

ロ
オ

ラ
夫

人

、

ポ

ン

ザ

氏

を

そ

れ

ぞ

れ

呼

び

出

す

。

フ

ロ
オ

ラ
夫

人

に
よ

れ

ば

、

ポ

ン

サ
氏

は
妻

に

対

す

る
独

占

欲
の

あ

ま

り

母

と
娘

を
文

通

し

か
で

き

な

い

よ

う

に

し

て

い

る

の

だ

と

い
う

。

一
方

ポ

ン

ザ
氏

に

よ
れ

ば

、

フ

ロ
オ

ラ
夫

人

の
本

当

の

娘

リ

ナ

（
ポ

ン

ザ
氏

の
前

妻

）

は
死

ん

で

し

ま

い

、

気

が

狂

っ
た

彼

女

は

、

現

在

の

彼

の

二

番

目

の
妻

を

自

分

の

娘

と
思

い
込

ん

で

い

る

の

だ

が

、

妻

ジ

ュ

リ

エ

ッ

卜
は

彼

女

の

妄

想

を

壊

さ

ぬ

よ
う

演

技

し

て

い

る

の

だ

と

い

う

。

ま

た

、

ポ

ン
ザ
氏
と

フ
ロ
オ

ラ
夫
人
が
同
時
に
居
合
わ
せ
て
も
、
両
者

は
互
い
の
思

い
込
み
を
壊
さ
な
い
よ
う

に
触
れ
合
う
た
め
に
、
対
立
が
起
き
な

い
。

な
お
も
事
の
真
実
を
知
ろ

う
と
す
る
人
々
は
県
知
事

に
頼
み
、
彼
の
命
令

に
よ

っ
て
強
引
に

ポ
ン
ザ
夫
人
を
連
れ
出
し

、
彼
女
自
身

の
口

か
ら
真
相
を

聞
き
出
そ
う
と
す

る
。
と
こ
ろ
が
彼
女
自
身
は
、
自
分

に
と

っ
て
自
分
と
は

「
誰
で
も
な

い
人
間
」
で

あ
り
、
自
分

は
「
人
が

信
じ
て
く
れ

る
、
そ
の
人

間
」

な

の

だ
と

い
う

「
真

実
」
を
語

り
、
物

語

は
幕

を
閉

じ

る
。

レ
ー

ヴ

ィ
ッ
ト
の
言
葉
を
借
り

る
な
ら
、
「
互

い
に
一

つ
の
間
柄
を
持

つ
人

々
の

『
現
実
』

は
、
互

い
に
無
関

心
な
客
体
同
士
の
よ

う
な
類
の
も

の
で
も
、
そ

の
よ
う
な
客
体
の
様

に
近

づ
き
う
る
も

の
で

も
な

い
こ

と
」
、
そ
し
て
「
彼

ら
が
互
い

に
属
し
合

っ
て

い
て

、
彼
ら
の
二
義
的
に
反

映
し
合

う
間
柄
を
無

視
す
れ
ば
、
一
方
の
者
と

他
方
の
者
の
振
る
舞
い
は
全

く
理
解

さ
れ

な
い
」

こ
と
（
8
6
）
が
、
最
後
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し

か
し

、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト

に
と
っ
て
、
「
人

間
が
生
の
間

柄
に
於

い
て
、

純
粋
の
裸
の
個
人
と
し
て
で
は
な
く
、
間
柄
的
有
意
義
性
の
形
で
―
―
ペ
ル

ソ
ナ
と
し
て
Ｉ

現

れ
る
」

ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
の
哲
学
は
、
「
間
柄
の
独
立
化
」

の
端
的
な
形

態
を
描

い
て

い
る
に
過
ぎ
な

い
（
Ｘ

）
。

レ
ー
ヴ

ィ
ッ
卜
は
、

個
人
は
間
柄

に
対

し
て
「
関
わ
り
合
う
」
こ
と
が
で
き
、
単

に
「
所
属
者
と

し
て
要
求

に
全
く
と
ら
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
な
く
」
、
「
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ

こ
れ
ら
の
要

求
に
応
じ
る
の
で
あ
る
」
｛
｝呂
）
と
反
論
し
、
間
柄
の
内
部
に

於
け
る
個

人
の
相
互
的
独

立
性
、
「
イ
ェ

シ
ア
チ

ブ
」

を
強
調
す

る
。
こ
こ

で

レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
は
、
間
柄
の
中
で

生
き

る
個
人
が
、
世
人
の
認
証
や
対
他



存
在

に
蹂
躪

さ
れ
て
し
ま
う
事
態

に
対
し
て
、
違
和
感

を
表
明
し

て
い
る
よ

う

に
思
わ
れ

る
。

「
実
存
す

る
個
人

と
し
て
、
そ
れ
故

に
『
共
同
人
』
で

あ
る
こ
と
、
こ

の
根

本
的
に
し
て
重
大
で
困
難
な
「
役
割
」
を
持
ち
、
演
ず
る
こ
と
―
こ
の

「
演
技
」
が

、
各
人

に
自
分

が
何
者
で

あ
る

か
を
教
え

る
「
生
」

の
真
剣

さ

と
な
る
。
」
(
1
8
0
）
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
、
『
共
同
人
』
は
締
め
括
ら
れ
て

い
る
。

●
二

つ

の
人

間

存

在

論

の
交

錯

・

離
反

和
辻
が

レ
ー
ヴ

ィ
ッ
ト
の

『
共
同
人
』

を
批
評
し

た
唯
一
の
箇
所

は
、

一

九
三
七
年

の
大
著

『
倫
理
学
』
の
「
序
論
」
で
あ

る
。
和
辻

は
そ
こ
で
、

ハ

イ

デ
ガ
ー
の
弟
子

レ
ー
ヴ
ィ

ッ
ト
が
、
『
存
在
と

時
間
』

に
お
い
て

「
人

と

道
具
の
交
渉
」

の
陰

に
隠

さ
れ
て

い
た

「
人
と
人

と
の
交
渉
」

に
注
目
し

、

「
世
の
中
」

を
そ
の
側
面

か
ら

解
明
し
よ

う
と
し

た
点
を
評

価
す

る
。
和
辻

は
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
「
世

の
中
を
人

の
間
柄
」

と
し
て
分
析
す
る
「
ア
ン

ト
ロ
ポ
ロ
ギ
ー
」
「
倫
理
学
」
を
行
い
、
　
「
ｗ
ｅ
ｌ
ｔ
 
」
を
人
間
学
的
に
把
握
し

た

点
を
評
価
す

る
（
１
０
-１９
-
２０
）
。

し

か
し

和

辻

は
、

日
本

語

の

「
世

の
中
」
「
世

間
」

は

ド

イ

ツ
語

の

「
w
ｅ
ｉｔ
ｊ

の
意
味
を
一
層
顕

著
に
示

し
、
し
か
も

そ
れ
ら

が
「
主
体
的
共
同

存
在
の
時
間
的

・
空
間

的
な
性
格
を
共

に
把
握
し

て
い
る
と
い
う
点
」
で

、

「
Ｓ
Ｉ

」

に
対
し
て
優
越
性
を
持
つ
と
述
べ
て

い

る
。
即

ち
「
世

間
。
世

の

中
と
は
、
歴
史
的

・
風
土
的

・
社
会
的

な
る
人
間

存
在
で

あ
る
。
」
と

い
う

(
１
０
-２
０
-
２
２
）
。

人
間
存
在
を
風

土
性
（
空
間
性
）
と
歴
史
性
（
時
間
性
）
と
の
両
側
面
か

ら
、
ト
ー

タ
ル
に
把
握
し
よ

う
と
し
た
和
辻
倫
理
学
体
系
か
ら
見
て
、
人
間

存
在
の
空
間
性
に
し
か
着
目
し
て

い
な

い
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
の
処
女
作
は
、
不

十

分
な
も
の
と
映

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
全
体
と
個
の
弁
証
法
と

い
う
和

辻

倫
理
学
の
観
点
に
立
つ
時
、
『
共
同
人
』

の
議
論

は
、
我

’
汝
と

い
う
い

わ
ば
最
小

単
位
の
「
間
柄
」

に
し

か
目
を
向
け
て
い
な
い
傾
向
が
あ
り
、
社

会
や
民
族
と
い
っ
た
大
規
模

な
共
同
体
の
構
造
に
対
す
る
考
察
が
欠
け
て
い

る
こ
と
も
否
め
な
い
。

し
か
し
な
が
ら

、
和
辻
と

レ
ー
ヴ

ィ
ッ
卜
は
共
に
共
同
世
界
を
主
題
化
し

つ

つ
も
、
そ
の
志

向
が
完
全

に
対
立
し
て
い
る
こ
と
は
動

か
し
難
い
事
実
で

あ
る
。
和
辻
は
単
独
的
な
現
存
在
を
非
本
来
的
、
日
常
的
共
同
世
界
を
本
来

的
と
考
え
、
我

‘
汝
と
い
う
間
柄
を
も
公
共
的
人
間
関
係
の
中

に
配
置
し
よ

う
と
す
る
。
し
か
し
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
は
、
そ
の
共
同
世
界

の
中

に
我
‐
汝
の

間
柄
が
吸
収
さ
れ
尽
く
す
こ

と
に
対
し
て

は
、
一
貫
し
て

懐
疑
的
な
姿
勢
を

保

っ
て

い
る
。

ま
た
、
和
辻
は

『
共
同
人
』
を
人
間
学
的
「
風
土
」
論
へ
と
改
釈
し
た
こ

と

に
よ

っ
て
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
が
曖
昧
な
形
で
は
あ
れ
、
峻
別
し
よ
う
と
し

た
自
然
的
世
界
と
共
同
世
界
と
を
、
再

び
「
風
土
」
＝
共
同
世
界
の
内
部
に

併
呑
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
全
て
を
人
間
学
的
に
把
握
し

う
る
共
同
世
界
の

中

に
呑
み
込
ま
せ
よ
う
と
し

た
和
辻
と
、
共
同
世
界
に
は
回
収
し
え
な
い
コ

ス

モ
ス
を
同
時
に
見
つ
め
よ

う
と
し

た
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
と
で

は
、
決
定
的
な



世

界

観

の

相

違

が

あ

っ

た

こ

と

を

銘

記

し

て

お

き

た

い

。

両

者

は

、

一

九

二

〇

～

三

〇

年

代

の

日

本

に

お

い

て

一

瞬

の

ニ

ア

ミ

ス

を

起

こ

し

た

後

、

そ

れ

ぞ

れ

の

世

界

観

が

指

し

示

す

、

全

く

相

異

な

る

運

命

へ

と

分

か

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。

※

本

稿

は

、
1
9
9
4

年
1
0

月
1
5

日

の

日

本

倫

理

学

会

第
4
5

回

大

会

で

の

筆

者

の

自

由

課

題

発

表

「

共

同

世

界

と

そ

の

彼

岸

～

カ

ー

ル

・

レ

ー

ヴ

ィ

ッ

卜

の

二

重

原

理

」

と

、

行

論

の

必

要

上

、

内

容

的

に

重

複

す

る

箇

所

が

あ

る

こ

と

を

お

断

り

し

た

い

。

（

―

）

『

和

辻

哲

郎

全

集

』

全
2
5

巻

と

別

巻

２

巻

（

岩

波

書

店

、
1
9
9
1

－
9
2

年

。

）

か

ら

の

引

用

は

、

巻

数

と

ペ

ー

ジ

数

を

、

（

１
０
-

１
１

０

）

’
　

（

Ｂ

２
-

２

３
０

 ―

 ２
３

１

）

等
と
記
す
（
B
1
,
B
2
は
別
巻
）
。

（

２

）
　

Ｄ

ａ

ｓ

　

Ｉ
ｎ

ｄ

ｉｖ

ｉ
ｄ
ｕ

ｕ
m

　

ｉｎ

　

ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｒ

ｏ

ｌ
ｌｅ

　

ｄ
ｅ
ｓ

　

Ｍ

ｉ
ｔ
ｍ

ｅ
ｎ

ｓ
ｃ

ｈ
ｅ

ｎ

　

（

Ｍ

ｕ

ｎ

ｃ

ｈ
ｅ

ｎ
,

Ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｋ
ｅ
ｎ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
,
　
１
９
２
８
.
)
か
ら
の
引
用
は
、
ペ
ー
ジ
数
や
節
数
の
み
を

（
2
3
）
、
（
§
2
0
）
等
と
記
す
。

（
３
）
　
Ｌ
.
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｃ
ｈ
,
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｎ
ｄ
ｓ
ａ
ｔ
ｚ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｚ
ｕ
ｋ
ｕ
ｎ
ｆ
ｔ
　
（
Ｌ
.

Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｃ
ｈ
ｓ
　
Ｓ
ａ
ｍ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
Ｄ
,
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｂ
ｚ
ｉ
ｇ
,
　
Ｗ
ｉ
ｇ
ａ
ｎ
ｄ
,
　
１
８
４
６
 
～
６
６
.
)

（
４
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
同
年
の
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
卜
の
論
文
Ｌ
.
　
Ｆ
ｅ
ｕ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｃ
ｈ

ｕ

ｎ

ｄ

 

ｄ
ｅ
ｒ

 

Ａ

ｕ

ｓ
ｇ

ａ

ｎ
ｇ

 

ｄ
ｅ

ｒ

 

ｋ

ｌａ
ｓ
ｓ

ｉｓ
ｃ

ｈ
ｅ
ｎ

 

Ｐ

ｈ
ｉ
ｌｏ
ｓ
ｏ
ｐ

ｈ

ｉｃ

 

（

Ｓ
ａ

ｍ

ｔ
ｌ
ｉ
ｃ

ｈ
ｅ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｆ
ｅ
ｎ
Ｖ
,
　
Ｊ
.
　
Ｂ
.
　
Ｍ
ｅ
ｔ
ｚ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｌ
ａ
ｇ
ｓ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
-
ｈ
ａ
ｎ
ｄ
ｌ
ｕ
ｎ
ｇ
,
　
１
９
８
１
 
～
８
６
・
）

を

参

照

。

（

５

）
　

廣

松

渉

「

人

間

存

在

へ

の

覚

書

Ⅱ

～

間

主

体

性

と

役

柄

存

在

」

（
『

現

代

思

想
』
1
9
7
4
年
８
－
９
月
、
青
土
社
）
に
於
け
る
ピ
ラ
ソ
デ
ル
ロ
・
レ
ー

ヴ

ィ

ッ

ト

論

を

参

照

。

（
６
）
　
岩
田
豊
雄
訳
『
ピ
ラ
ソ
デ
ル
ロ
名
作
集
』
、
1
9
5
8
年
、
白
水
社
、

（

ふ

く

し

ま

・

よ

う

、

倫

理

学

、

東

京

大

学

大

学

院

）
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